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台
風
に
対
す
る
備
え

大
洲
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
台
風
は
地
震
と
は
違
い
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
事
前
の
情
報
を
知
り
、
備
え
る
こ
と
に
よ

り
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
事
前
の
情
報
を
し
っ
か
り
つ
か
ん

で
お
き
ま
し
ょ
う
。

② 

身
近
な
避
難
場
所
や
経
路
な
ど
を
、
事
前
に
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

③ 

倒
れ
そ
う
な
建
物
や
樹
木
は
支
柱
な
ど
で
補
強
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

④ 

煙
突
や
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
は
針
金
で
補
強
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

⑤ 

家
の
周
囲
に
水
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
排
水
を
よ
く
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＊
ど
の
よ
う
な
台
風
で
も
油
断
せ
ず
し
っ
か
り
と
準
備
と

対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
簡
単
に
で
き
る
台
風
対
策

シリーズ防災・消防署からのお知らせ

し
っ
か
り
と
情
報
確
認

き
ち
ん
と
行
動
を
！

　

市
で
は
、「
災
害
情
報
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
」
を
平
成
20
年

５
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
た
人
へ
電
子
メ
ー

ル
で
災
害
情
報
を
提
供
す
る
も

の
で
す
。お
知
ら
せ
の
内
容
は
、

主
に
河
川
増
水
時
な
ど
に
防
災

行
政
無
線
や
広
報
車
で
放
送
す

る
避
難
準
備
情
報
や
避
難
勧
告

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
周
囲

の
状
況
の
変
化
が
わ
か
ら
ず
、

逃
げ
場
を
失
い
、
孤
立
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
情
報
を
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
身
を
守
る
た
め
、
早

め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

登
録
は
無
料
で
す

　

登
録
料
お
よ
び
情
報
利
用
料

は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
メ
ー

ル
受
信
の
際
の
通
信
料
は
登
録

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
危
機
管
理
課

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

シリーズ防災
№16

も
う
登
録
し
ま
し
た
か

　

災
害
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ

り
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
、
地
域
ご

と
に
避
難
行
動
や
そ
の
準
備
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
情

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１．携帯電話またはパソコンから
　 99526001@once.88island.jpへ空メールを
送信します。

２ ．返信された登録用返信
メールへ氏名など必要事
項を入力し、送信して登
録を完了します。

 

 

※２次元バーコード対応
の携帯電話を持っている
方は次のバーコードを読
み取りアクセスしてくだ
さい。

 

 

 

《ご利用上の注意》
１． 「迷惑メール対策」などにより、メールの指定受信など

を設定している人は、設定を確認し、メール登録およ
び災害情報に関するパソコンからのメールが受信でき
るように設定変更をしてください。

　　 詳しいことは、恐れ入りますが各携帯電話会社にお
問い合わせください。

２． 本サービスにおける情報に基づいて遂行された活動
において発生した損害については、直接・間接的な
理由に関わらず補償いたしかねます。

３． 災害情報メール配信サービスの配信元アドレスは、
送信専用アドレスです。メールをいただいても応答で
きません。

４． 災害情報メールは、即時性を保証するものではあり
ません。

　　 携帯電話会社、インターネットプロパイダのサービ
ス提供状況やパソコン、メールの環境などの理由に
より、メール配信が遅れる場合があります。

５． 災害の発生状況によっては、深夜にもメールが配信
されることがあります。

メール登録の方法

大
洲
市
災
害
情
報
メ
ー
ル



17

広報 － おおず － ２００９ ７月号

○

レッドゾーン　上下
真山　仁著

　１兆5000億ドルの外貨準
備高を元手に、中国が立ち
上げた国家ファンド。標的
は、日本最大の自動車メー
カー・アカマ自動車。買収
者として白羽の矢が立った
のは、日本に絶望した“サ
ムライ”鷲津雅彦だった…。

だいじょうぶ
鎌田實著、水谷修著

　「ちょっと大変だけどなん
とかなるさ、だいじょうぶ」
といえるような国にするに
はどうしたらいいか？鎌田
實と水谷修が本気で考えた、
元気の出る往復書簡。『読売
ウイークリー』掲載記事を
加筆・修正して書籍化。

再　生
石田　衣良著

　妻を自殺で喪い、息子を
ひとりで育てるサラリーマ
ン。家族を捨て、後悔の念
にさいなまれるラジオディ
レクター…。彼らの平凡な
日常に舞い降りた小さな奇
蹟とは？現代の心の渇きを
潤す12話を収録した短編集。

用もないのに
奥田　英朗作

　星野ジャパンに怒り、恐
怖を堪えてジェットコース
ターに乗り、うどんを啜り
ながら歩き遍路に挑む。ニ
ューヨーク、北京、仙台、
香川…。ものぐさ作家・奥
田英朗の珍道中。

白雪姫の毒リンゴ
　星　　茂著

　「ねぇ、ヒマ？」 短大生の
可奈の一言で、夜の世界に
飛び込むことになった美大
生の玲。そんな折、玲の美
大での友人が突然失踪して
…。大都会の闇と若者たち
のやるせなさを描いた青春
小説。

世界に一冊しかない
自分史をつくる本

加藤　迪男著
　誰でも本が出せる時代、
どこにもない「自分史」づ
くりに挑戦しよう！書く心
構えから書き方、本づくり
まで、自由な発想で気軽に

「自分史」をつくるコツを伝
授します。

ファイナリスト/M
　天原　聖海著

　１万５千人が挑む推理バ
トルの裏側で、殺人劇が幕
を上げる。探偵貴公子に天
才外科医…。並み居るライ
バルに対峙するのは「僕」！ 
19歳！無職！ただし、人工
知能付き。はたして「僕」
は探偵日本一になれるか!?

真夏のオリオン
福井　晴敏文（児童書）

　太平洋戦争末期、アメリ
カの駆逐艦の激しい攻撃を
受けた日本の潜水艦の艦長
は、海上に放出する乗組員
の遺体に、「真夏のオリオン」
と題された１枚の楽譜を託
した－。同名の映画を児童
向けに書籍化。

2009年７月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29  30 31 

■＝休館日　　開館時間　午前9時30分～午後６時
※31日は館内図書整理日のため休館します。

図書館情報図書館情報図書館情報
大洲市立図書館   ☎ 59－4111
大洲市立図書館長浜分館 ☎ 52ー1121
大洲市立図書館肱川分館 ☎ 34ー2319
大洲市立図書館河辺分館 ☎ 39－2111

オススメ新着図書

　大洲市公式
ホームページ  →  大洲市立図書館  →  蔵書検索

　─インターネットを利用して、図書の検索が
各家庭や携帯電話からもできます。─　

大洲市立図書館　７月生涯学習講座

　古文書解読講座「大津賀氏系図一巻」

　講師　芳我一章先生　　期日　 ７月22日㈬
　時間　午前９時45分～午前11時45分
　場所　大洲市立図書館コミュニティホール

【一般図書】
赤ちゃんにどんな絵本を読もうかな 徳永満理著
負けるな姑！嫁怪獣（サウルス）に喰われるな 小川有里著
裁判長！おもいっきり悩んでもいいすか 北尾トロ著
世襲政治家がなぜ生まれるのか？　 福田博著
封筒７枚！かんたん家計管理術 島貫正人著
なめらかチーズケーキ 大森いく子著
ズボラさんのお弁当。 今泉久美著
Ｂ型の品格 小林信彦著
面影橋の怪 浅黄斑著
アマルフィ 真保裕一著
てのひらのメモ 夏樹静子著
リターン・チケット 武谷牧子著

【児童書】
あいうえおん あきびんご作
はしるチンチン しりあがり寿作・絵著
オオカミのおれさまてんさいだいさくせん
 メラニー・ウィリアムソン作
いじわるだいすき！ひっかけクイズ 　　大林のぼる作
ぼくらのモンスターハント 　　宗田理作
みんなを好きに　金子みすゞ物語　 矢崎節夫著
ぷぷぷうプウタもくろパンツ 神沢利子作
天使が味方についている 小林深雪作
　ほかにもたくさんの本が入っています。随時配架しています。
　また、図書館では、第55回青少年読書感想文全国コンクー
ル課題図書も所蔵しています。ご利用ください。

新 情着 報

図書館情報



広報 － おおず － ２００９ ７月号

18○

　平成21年度肱川少年スポーツ大会が、大洲市肱川農業者トレーニン
グセンターで行われ、子ども46人、保護者28人が熱戦を繰り広げました。
　高学年はドッジビーを行いました。ドッジビーは、布製のディスク
を使ってドッジボールのルールで楽しむ競技で「おもいっきりぶつけ
たって大丈夫！痛くない」ということで楽しく競技が行われました。
　一方低学年は、保護者と一緒にビーチボールを行いました。この競

技はバドミントンコートを利用し、子ども２人、大人２人の４人１組で柔らかいボールを使いゲームをします。
　チーム内の連携プレ－が必要で、特に息のあったチームが優位に試合をすすめていました。

　河辺小学校運動場と体育館で、大洲警察署、大洲交通安全協会の指
導の下、「平成21年度河辺幼・小・中合同交通安全教室」が行われました。
　映画「こうつうじこ　とんでいけ」を視聴したあと、交通指導があり、
最後に歩行および自転車の乗り方訓練を行いました。
　児童ら生徒は、暑い中熱心に訓練に励み、交通規則とマナーを守り、
安全に行動できる力を身につけていました。特に、歩行では横断歩道
を渡るときに手を挙げることの意味や自転車運転では加害者になりうる
こと、また速度を落とし、止まることの大切さを学習したようでした。
　皆さん、交通事故に遭わないよう、交通ルールとマナーを守って、
楽しい学校生活を送ってくださいね。

みんな頑張ったね
～平成21年度肱川少年スポーツ大会～

ルールとマナーで、交通安全！
～河辺・交通安全教室～

５／17㈰

５/11㈪

▲熱戦のようす

　子どもたちの健やかな成長と地域活性化を目的に、大川鯉のぼり川渡し
イベントが開催されました。開会式では、大川鯉のぼり実行委員会の松岡
昇平自治会長が「人との出会い、人とのふれあいを大切にし、この活動が
明日への活力となってほしい」とあいさつされました。
　170㍍の川幅に渡された約100匹の鯉のぼりと共に、今年は大成小学校
児童の手作りのカラフルな鯉のぼりも風を受け、各種バザーなどを楽しむ
人々の上を泳いでいました。
　当日は、内子高校郷土芸能部のパフォーマンスや、稚鮎放流体験なども
行われ、バケツを持った親子連れや写真コンテストに訪れたカメラマンな
ど多くの人で賑わいました。▲よさこい踊りを披露する内子高校郷土芸能部

鯉のぼりの下で
～第２回大川鯉のぼり川渡しイベント～

５／３㈰

　大洲の夏を彩る肱川の観光うかいが、６月１日に始まりました。
　初日は、約400人の観光客らが乗る屋形船34隻と鵜匠の乗る鵜船３
隻が出船。
　　観光客を乗せた船は、鵜船と併走しながらゆっくりと川をくだり
ました。水中に潜った鵜がアユをくわえて水面に姿を現すと、観光客
から大きな歓声と拍手が沸き起こっていました。
　【ご予約・お問い合わせ先】　大洲市観光協会☎24－2664

華麗な夏の水上ショー
～うかい開幕～

６／１㈪

▲右見て、左見て、右見て。

▲大洲の夏の風物詩

まちのわだい
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　柳沢ほたるまつりの開催に合わせて、田処地区の熊野神社で夜神楽が奉納され
ました。
　藤縄神楽は大洲市指定の無形民俗文化財です。この日は、多数の見物客が見つ
める中、「月日の舞」や「悪魔払」「鬼四天」などの舞が披露されました。見事な舞
に見物客から盛んに拍手が送られ、途中、見物客も舞に参加するなど和やかな雰
囲気で神楽が奉納されました。
　また、熊野神社横の矢落川にはたくさんのゲンジボタルの瞬きが見られ、夜神楽
と相まって幻想的な空気に満ちていました。

　約1,400株、１万本のはなしょうぶが咲き誇る中、今年も櫛生地域最大のイ
べント「櫛生しょうぶ祭」が開催されました。
　１年間、草引き、草刈り、株分けなどの作業を、年間を通して地域の皆さ
んに行っていただいたおかげで、今年も綺麗なしょうぶが咲きました。
　また、色々なバザーコーナーも大盛況で、特に「無料そうめん流し」は今
年も大好評でした。
　イベントでは、櫛生小学校高学年の児童が、「豊年踊り」を披露しました。
新メンバーになっての初舞台で少し緊張気味でしたが元気に力強く踊り、観
客から盛大な拍手を受けていました。

ホタル舞うなか奉納の舞
～田処　夜神楽奉納～

しょうぶが咲き誇る里で
～櫛生しょうぶ祭り～

５／29㈮

６／７㈰

　河辺地域において、今年度ＡＥＤ（自動体外式除細動器）が新たに
５箇所整備されることになったのに伴い、基幹集落センターで「地域
住民のためのＡＥＤ講習会」が開催されました。当日は、自治会、自
主防災組織、分館、スポーツ団体の代表43人が消防署の指導のもと、
４時間の座学、実技、試験の講習を受けました。同講習会は今後４回
実施され、200人の講習修了者を養成する計画となっています。付近
に居合わせた人が適切な応急手当を行えば、尊い命を助けることがで
きます。「“救える命”を救う力」を身につけた大変有意義な半日とな
りました。参加者の皆さんお疲れ様でした。今後とも地域の安心安全
のためよろしくお願いします。

愛する人を救いたい！
～ＡＥＤ講習会～

５／31㈰

　「もしも」に備えて、地域ぐるみで防災意識を高めようと、大和地
区一斉防災訓練（主催：大和自治会・大和自主防災組織ともに藤岡秋
雄会長）が、午後1時から大和小学校で行なわれました。
　この日の訓練は、災害が発生したことを想定して、あらかじめ設定さ
れていた地区内の避難場所まで避難し、点呼など地区住民の安否を確
認した後、揃って大和小学校へ移動することでスタート。
　開会式で藤岡会長は、「訓練を通じて防災意識を高めてください。
また日頃から準備をしておくことが大切です」とあいさつしました。
　この後、集まった411人の参加者は４班に分かれ、地震体験車による揺れの大きな地震体験のほか、煙体験、消
火訓練、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）による救急救命訓練が行われました。またいざと言う時、身近にあるスト
ッキングを使った救護法なども紹介され、参加者は、今回の訓練が災害発生時の行動に役立つよう、消防署員の説
明を熱心に聞き、どの訓練にも真剣に取り組んでいました。

防災力向上を目指して
～大和地区で一斉防災訓練～

５／24㈰

▲真剣に救急救命訓練を行う参加者

▲舞台で「豊年踊り」を披露する児童ら

▲早い119番通報と早い応急手当を！

▲見事な舞を奉納しました

まちのわだい
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